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⽝
説
文
解
字
⽞
叙
文
の
⽛
諷
籒
書
九
千
字
⽜
に
対
す
る
考
察
─
段
注
を
中
心
に

路

勝

楠

要

旨
⽝
説
文
解
字
⽞（
以
下
、⽝
説
文
⽞
と
略
稱
）
は
後
漢
の
許
慎
の
著
書
で
、
中
国
最
古
の
部
首
部
類
体
字
書
で
あ
る
。
字
書
史
お
い
て
は
大
変
重
要

な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
清
の
段
玉
裁
が
施
し
た
注
（
以
下
、⽛
段
注
⽜）
は
、⽝
説
文
⽞
を
研
究
す
る
場
合
に
最
も
重
視
さ
れ
る
注
釈
で
あ
る
。
許

慎
の
⽝
説
文
⽞
の
叙
文
（
以
下
、⽛
許
叙
⽜）、
特
に
こ
れ
に
対
す
る
段
注
に
関
し
て
研
究
す
れ
ば
、
許
慎
の
立
場
か
ら
の
文
字
の
成
り
立
ち
、
当
時

の
文
字
使
い
の
状
況
、⽝
説
文
⽞
作
成
の
意
図
、
ま
た
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
の
許
慎
に
対
す
る
解
釈
、
そ
の
解
釈
の
妥
当
性
な
ど
が
明
ら
か
に
な
る
。

本
論
文
に
お
い
て
特
に
問
題
に
し
て
い
る
の
は
、
許
叙
⽛
諷
籀
書
九
千
字
⽜
の
段
注
に
つ
い
て
で
あ
る
。⽝
説
文
⽞
全
書
に
あ
る
段
注
を
以
て
段

玉
裁
の
意
図
を
説
明
す
る
。
明
ら
か
に
し
た
の
は
、段
玉
裁
は
籒
書
の
数
は
絶
対
九
千
字
に
達
す
こ
と
が
な
い
こ
と
を
力
説
し
、許
叙
に
所
謂⽛
九

千
字
⽜
は
⽛
史
籒
篇
⽜
あ
る
い
は
⽛
籒
書
⽜
の
文
字
数
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
し
た
。
そ
し
て
⽛
籒
⽜
は
名
詞
で
は
な
く
動
詞
で
あ
る
可
能
性
を

示
し
た
。
ま
た
聲
訓
、
転
注
な
ど
に
よ
り
⽛
籒
⽜
は
⽛
讀
⽜
の
意
味
に
な
る
こ
と
を
証
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、⽛
籒
⽜
は
動
詞
の
場
合
で
も
意
味

が
通
じ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
さ
ら
に
、
漢
の
時
代
の
⽛
取
人
之
制
⽜
に
お
い
て
重
視
さ
れ
て
い
る
律
だ
か
ら
こ
そ
、
九
千
字
ま
で
⽛
推
演
發
揮
⽜

が
で
き
る
能
力
を
求
め
ら
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
段
注
の
⽛
諷
籒
書
九
千
字
者
、
諷
謂
能
背
誦
尉
律
之
文
、
籒
書
謂
能
取

尉
律
之
義
推
演
發
揮
、
而
繕
寫
至
九
千
字
之
多
⽜
と
い
う
説
明
の
妥
当
性
を
論
じ
て
み
た
。

一
、
は
じ
め
に

後
漢
の
許
慎
が
著
し
た
⽝
説
文
解
字
⽞（
以
下
⽝
説
文
⽞
と
省
略
す
る
）
は
中

国
最
古
の
部
首
別
字
書
と
し
て
、
成
書
し
て
今
に
至
る
ま
で
多
大
な
注
目
を
浴

び
、
色
々
な
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
。
特
に
そ
の
第
十
五
篇
に
あ
る
叙
文
（
以

下
⽛
許
叙
⽜
と
省
略
す
る
）
は
文
字
の
成
り
立
ち
や
成
書
経
緯
等
を
論
じ
て
い

る
た
め
、⽝
説
文
⽞
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
高
い
価
値
を
有
す
る
。
但
し
、
紀

元
一
〇
〇
年
に
完
成
し
た
も
の
と
し
て
、
千
九
百
年
以
上
離
れ
て
い
る
現
在
か
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ら
み
れ
ば
理
解
し
難
い
部
分
も
少
な
く
な
い
。
許
慎
自
身
の
記
述
も
ま
た
簡
潔

な
た
め
、
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
の
は
一
層
困
難
に
な
る
。
現
在
に
至
っ
て

も
、
諸
説
が
あ
り
な
か
な
か
定
説
が
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
度
々
起
き
る
。⽛
諷

籒
書
九
千
字
⽜
に
対
す
る
解
釈
は
そ
の
一
例
で
あ
る
。⽝
説
文
⽞
を
理
解
す
る
の

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
清
の
段
玉
裁
が
施
し
た
注
（
以
下
⽛
段
注
⽜

と
省
略
す
る
）
で
あ
る
。
本
稿
は
こ
の
文
に
対
す
る
段
玉
裁
の
解
釈
を
精
確
に

把
握
し
、⽝
説
文
⽞
に
於
け
る
段
注
を
手
が
か
り
に
し
、
段
玉
裁
の
主
張
を
説
明

し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

二
、⽛
諷
籒
書
九
千
字
⽜
を
め
ぐ
る
議
論

⽛
諷
籒
書
九
千
字
⽜
は
⽝
説
文
⽞
第
十
五
篇
に
あ
た
る
叙
の
左
記
の
段
落
に
見

え
る
。

⚑
、
許
叙

尉
律
、
學
僮
十
七
已
上
、
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
⚑
。
又
㠯

八
體
試
之
。
郡
移
大
史
幷
課
、
冣
者
㠯
爲
尚
書
史
。
書
或
不
正
、
輒
舉

劾
之
。

尉
律
に
、
學
僮
十
七
已
上
に
し
て
、
始
め
て
試
す
。
九
千
字
を
諷
籒
書

し
て
、
乃
ち
史
と
爲
す
を
得
。
又
た
八
體
を
㠯
て
之
を
試
す
。
郡
よ
り

大
史
に
移
し
て
幷
せ
て
課
し
、
冣
た
る
者
を
㠯
て
尚
書
史
と
爲
す
。
書

く
に
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
輒
ち
舉
げ
て
之
を
劾
す
。

こ
の
文
を
め
ぐ
る
議
論
は
、⽛
籒
書
⽜
は
動
詞
な
の
か
名
詞
な
の
か
、
そ
れ
に

応
じ
て
⽛
九
千
字
⽜
と
は
何
の
字
数
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
主
に
集
中
し
て

い
る
。
固
有
名
詞
と
し
て
の
⽛
史
籒
篇
⽜
だ
と
考
え
て
、
し
か
も
⽛
史
籒
篇
⽜

は
九
千
字
あ
っ
た
と
い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
の
は
唐
の
張
懐
・
清
の
桂
馥
、

王
鳴
盛
で
、
ま
た
現
代
の
李
学
勤
も
同
意
見
で
あ
る
。⽛
籒
書
⽜
は
動
詞
だ
と
主

張
し
、（⽛
史
籒
篇
⽜
の
場
合
は
九
千
字
あ
っ
た
可
能
性
が
な
く
、）
論
じ
る
べ
き

対
象
は
尉
律
や
他
の
字
書
だ
と
い
う
考
え
方
を
支
持
す
る
の
は
清
の
段
玉
裁
、

そ
し
て
王
国
維
・
章
太
炎
・
蒋
善
国
で
あ
る
。
詳
細
は
徐
学
標
・
曹
宝
麟
（
二

〇
〇
三
）
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
で
は
贅
言
し
な
い
。
現
在
に
至
っ

て
も
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
は
ま
だ
定
説
が
な
い
ま
ま
で
あ
る
が
、
新
し

い
考
え
方
を
示
し
て
く
れ
た
研
究
者
が
何
人
か
現
れ
た
。
臧
知
非（
二
〇
〇
八
）

は
⽛
簿
書
⽜、
い
わ
ゆ
る
⽛
官
府
各
種
公
文
文
本
⽜（
公
文
書
）
だ
と
考
え
て
い

て
、
李
勤
通
・
周
東
平
（
二
〇
一
六
）
も
同
意
見
を
示
し
た
。
陳
淑
梅
（
一
九

九
八
）
は
⽛
六
経
の
経
文
⽜
だ
と
解
釈
し
た
。
以
上
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、⽝
説

文
⽞
の
研
究
に
対
し
て
多
大
な
貢
献
を
な
し
た
段
玉
裁
の
立
場
か
ら
今
も
う
一

度
こ
の
文
の
解
釈
を
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。

三
、
段
玉
裁
の
主
張
の
検
討

段
玉
裁
の
主
張
は
⚑
の
許
叙
⽛
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
⽜
に
対
す
る
注

に
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
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⚒
、
段
注

史
各
本
作
吏
、
今
依
江
式
傳
正
。
周
禮
注
曰
、
倍
文
曰
諷
。
竹
部
曰
、

籒
、
讀
書
也
。
毛
詩
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、
讀
也
。
抽
卽

籒
、
籒
讀
二
文
爲
轉
注
。
尚
書
、
克
由
繹
之
。
由
繹
卽
籒
繹
也
。
史
記

云
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。
如
淳
云
、
抽
徹
舊
書
故
事
而
次
述
之
。

紬
亦
卽
籒
字
也
。
今
本
説
文
言
部
讀
下
云
、
誦
書
也
。
不
合
故
訓
。
誦

乃
籒
之
誤
耳
。
凡
古
卜
筮
抽
繹
卦
爻
本
義
而
爲
辭
者
、
因
以
籒
名
之
。

今
左
傳
作
繇
。
俗
作
𦅸
。
許
偁
則
作
卜
籒
。
籒
之
說
明
、
而
許
所
謂
諷

籒
書
者
可
明
矣
。
諷
籒
書
九
千
字
者
、
諷
謂
能
背
誦
尉
律
之
文
。
籒
書

謂
能
取
尉
律
之
義
推
演
發
揮
、
而
繕
寫
至
九
千
字
之
多
。
諷
若
今
小
試

之
默
經
。
籒
書
若
今
試
士
之
時
藝
。
上
云
始
試
、則
此
乃
試
之
之
事
也
。

藝
文
志
、
試
學
童
、
諷
書
九
千
字
以
上
。
乃
得
爲
史
。
無
籒
字
。
得
爲

史
、
得
爲
郡
縣
史
也
。
周
禮
、
史
十
有
二
人
。
注
曰
、
史
、
掌
書
者
。

又
史
掌
官
書
以
贊
治
。
注
曰
、
贊
治
、
若
今
起
文
書
草
也
。
後
漢
書
百

官
志
、
郡
大
守
、
郡
丞
、
縣
令
若
長
、
縣
丞
、
縣
尉
各
置
諸
曹
掾
史
。

⽛
九
千
字
を
諷
籒
書
す
る
⽜
は
、⽛
諷
⽜
は
能
く
尉
律
の
文
を
背
誦
す
る

を
謂
ひ
、⽛
籒
書
⽜
は
能
く
尉
律
の
義
を
取
り
て
推
演
發
揮
し
て
、
繕
ひ

て
九
千
字
の
多
き
に
至
る
を
寫
す
を
謂
ふ
。⽛
諷
⽜
は
、
今
の
小
試
の
默

經
の
若
く
、⽛
籒
書
⽜
は
今
の
士
を
試
す
の
時
藝
の
若
し
。

右
の
段
玉
裁
の
解
説
に
つ
い
て
特
に
注
目
し
た
い
の
は
傍
線
部
で
あ
る
。
段

玉
裁
は
、
尉
律
を
暗
記
し
、
理
解
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
に
関
し
て
九
千
字
の
文

書
を
書
け
る
こ
と
で
、⽛
諷
⽜
は
⽛
黙
経
⽜（
科
挙
の
受
験
資
格
で
あ
る
国
立
学

校
の
学
生
に
な
る
た
め
の
試
験
─
童
試
で
行
わ
れ
る
経
典
の
暗
記
の
テ
ス
ト
の

こ
と
だ
ろ
う
。）
と
似
て
い
て
、⽛
籒
書
⽜
と
は
今
の
⽛
時
藝
⽜（
科
挙
で
用
い
ら

れ
る
文
体
。
時
文
、
八
股
文
）
と
似
た
も
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
結
論
付
け
て

い
る
。
段
玉
裁
は
ど
う
い
う
経
緯
で
こ
の
結
論
を
導
き
出
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
以
下
、
節
を
改
め
て
、⽛
籒
⽜
と
⽛
九
千
字
⽜
と
の
二
つ
の
面
か
ら
、⽝
説

文
⽞
に
於
け
る
段
注
を
中
心
に
し
て
論
証
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

三
─
一
⽛
籒
⽜
に
関
し
て

⽛
籒
⽜
を
⽛
書
⽜
と
あ
わ
せ
て
固
有
名
詞
の
⽛
史
籒
篇
⽜
だ
と
解
釈
す
る
主
流

の
意
見
に
対
し
て
、
段
玉
裁
は
許
慎
の
解
釈
に
忠
実
に
従
う
意
見
を
示
し
た
。

つ
ま
り
許
慎
の
⽛
籒
、
讀
書
也
⽜（
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
）
に
従
っ
て
、⽛
籒
⽜

を
動
詞
だ
と
考
え
る
。
こ
の
結
論
の
裏
付
け
と
な
る
段
注
を
左
に
列
挙
す
る
。

場
合
に
よ
っ
て
は
、⽝
説
文
⽞
の
本
文
で
補
っ
て
説
明
す
る
。
⚓
─
①
は
⚒
の

⽛
籒
⽜
の
関
連
部
分
の
再
掲
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
六
書
の
⽛
轉
注
⽜
と
⽛
假
借
⽜

に
言
及
す
る
た
め
、
⚓
─
②
で
こ
の
二
者
に
対
す
る
許
叙
と
段
注
も
一
緒
に
掲

げ
る
。

⚓
─
①段

注
竹
部
曰
、
籒
、
讀
書
也
。
毛
詩
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、
讀

也
。
抽
卽
籒
、
籒
讀
二
文
爲
轉
注
。
尚
書
、
克
由
繹
之
。
由
繹
卽
籒
繹
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也
。
史
記
云
、
紬
史
記
、
石
室
金
匱
之
書
。
如
淳
云
、⽛
抽
徹
舊
書
故
事

而
次
述
之
。
紬
亦
卽
籒
字
也
。
今
本
說
文
言
部
讀
下
云
、
誦
書
也
。
不

合
故
訓
。
誦
乃
籒
之
誤
耳
。
凡
古
卜
筮
、
抽
繹
卦
爻
本
義
而
爲
辭
者
、

因
以
籒
名
之
。
今
左
傳
作
繇
。
俗
作
𦅸
。
許
偁
則
作
卜
籒
。
籒
之
說

明
、
而
許
所
謂
諷
籒
書
者
可
明
矣
。

竹
部
に
曰
ふ
、⽛
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
。⽜⽝
毛
詩
傳
⽞
に
曰
ふ
、⽛
讀

は
、
抽
す
る
な
り
。⽜⽝
方
言
⽞
に
曰
ふ
、⽛
抽
は
、
讀
む
な
り
。⽜
抽
は

卽
ち
籒
に
し
て
、
籒
・
讀
二
文
は
轉
注
と
爲
す
。⽝
尙
書
⽞
に
、⽛
克
く

之
を
由
繹
す
。⽜
由
繹
は
卽
ち
籒
繹
な
り
。⽝
史
記
⽞
に
云
ふ
、⽛
史
記
、

石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。⽜
如
淳
云
ふ
、⽛
舊
書
故
事
を
抽
徹
し
て
、
次

に
之
を
述
ぶ
。⽜
紬
も
亦
た
卽
ち
籒
の
字
な
り
。
今
本
の
⽝
説
文
⽞
言
部

⽛
讀
⽜
の
下
に
⽛
誦
書
な
り
。⽜
と
云
ひ
、
故
訓
と
合
は
ず
。
誦
、
乃
ち

籒
の
誤
り
の
み
。
凡
そ
古
に
卜
筮
し
、
卦
爻
の
本
義
を
抽
繹
し
て
辭
と

爲
す
は
、
因
り
て
籒
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
今
⽝
左
傳
⽞
は
繇
に
作
る
。

俗
は
𦅸
に
作
る
。
許
は
偁
し
て
則
ち
卜
籒
に
作
る
。
籒
の
說
は
明
ら
か

な
れ
ば
、
而
ち
許
の
所
謂
⽛
諷
籒
書
⽜
は
明
ら
か
な
る
べ
し
。

⚓
─
②
─
ａ

許
叙

轉
注
者
、
建
類
一
首
、
同
意
相
受
。
考
老
是
也
。

段
注

建
類
一
首
、
謂
分
立
其
義
之
類
而
一
其
首
。
如
爾
雅
釋
詁
第
一
條
説
始

是
也
。
同
意
相
受
、
謂
無
慮
諸
字
意
恉
略
同
、
義
可
互
受
相
灌
注
而
歸

於
一
首
。

許
叙

轉
注
は
、
類
を
建
て
首
を
一
に
す
、
同
意
相
受
く
。
考
・
老
是
な
り
。

段
注

類
を
建
て
首
を
一
に
す
は
、
其
の
義
を
分
立
し
て
其
の
首
を
一
に
す
と

謂
ふ
。⽝
爾
雅
⽞
釋
詁
第
一
條
の
⽛
始
⽜
を
説
く
が
如
き
は
是
な
り
。
同

意
相
受
く
は
、
無お

慮よ

そ
諸
字
の
意
恉
略
ぼ
同
じ
、
義
は
互
い
に
受
け
相

灌
注
す
べ
く
し
て
一
首
に
歸
す
を
謂
ふ
。

⚓
─
②
─
ｂ

許
叙

假
借
者
、
本
無
其
字
、
依
聲
託
事
。
令
長
是
也
。

段
注

託
者
、
寄
也
。
謂
依
傍
同
聲
而
寄
於
此
。
則
凡
事
物
之
無
字
者
皆
得
有

所
寄
而
有
字
。

許
叙

假
借
は
、
本
其
の
字
無
し
、
聲
に
依
り
て
事
を
託
す
。
令
・
長
是
な
り
。

段
注

託
は
、
寄
る
な
り
。
依
傍
同
聲
に
し
て
此
に
寄
る
を
謂
ふ
。
則
ち
凡
そ

事
物
の
字
無
き
者
皆
寄
る
所
有
る
を
得
て
字
有
り
。
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段
玉
裁
は
⚓
─
①
に
於
い
て
、⽛
籒
⽜
に
対
す
る
概
説
を
行
っ
た
。
ま
ず
許
慎

自
身
の
⽛
籒
⽜
の
解
釈
⽛
讀
書
也
⽜
を
あ
げ
た
。
そ
し
て
⽛
籒
⽜
の
假
借
字
で

あ
る
⽛
抽
⽜
と
⽛
紬
⽜
の
他
の
経
典
で
の
解
釈
を
通
じ
て
、⽛
籒
⽜
と
⽛
讀
⽜
は

轉
注
（
意
味
上
互
い
に
通
じ
る
、
⚓
─
②
─
ａ
を
参
照
さ
れ
た
い
）
で
あ
る
と

説
明
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、⽝
説
文
⽞
の
⽛
讀
⽜
の
原
文
を
⽛
誦
書
也
⽜
は
古
訓

に
合
わ
な
い
た
め
、⽛
籒
書
也
⽜
に
改
め
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。（⽛
由
⽜
に
関

し
て
、⽝
説
文
⽞
に
は
⽛
由
⽜
の
字
が
無
い
た
め
、
本
稿
で
は
論
じ
な
い
こ
と
に

す
る
。）
段
注
は
ま
た
許
慎
が
引
用
し
た
⽝
春
秋
傳
⽞
の
⽛
卜
籒
⽜
の
⽛
籒
⽜
と

⽛
抽
⽜
の
関
連
性
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
そ
し
て
、
⚓
─
①
の
最
後
の
太
字
の
部

分
に
於
い
て
、
段
玉
裁
は
⽛
籒
⽜（
に
対
す
る
許
慎
の
解
釈
）
の
意
味
⽛
讀
書
⽜

は
明
ら
か
な
の
で
、
許
慎
が
言
っ
て
い
る
⽛
諷
籒
書
⽜
の
意
味
も
明
ら
か
に
な

る
と
述
べ
た
。

こ
の
概
説
に
沿
っ
て
⽛
籒
⽜
を
含
め
⚓
─
①
で
段
玉
裁
が
言
及
し
た
⽛
讀
⽜・

⽛
㩅
（
抽
）⽜・⽛
紬
⽜
の
段
注
を
検
討
し
て
み
る
。
段
玉
裁
の
⽝
六
書
音
均
表
⽞

に
於
け
る
意
見
は
関
連
す
る
た
め
と
も
に
挙
げ
て
お
く
。
⚓
─
①
の
内
容
と
重

複
す
る
部
分
の
説
明
は
省
略
す
る
。

⚓
─
③⽝

説
文
⽞
竹
部
・
籒

讀
書
也
。
从
竹
㩅
聲
。
春
秋
傳
曰
、
卜
籒
云
。

段
注

讀
書
也
。
言
部
曰
、
讀
籒
書
也
。
敘
目
曰
、
尉
律
學
僮
十
七
巳
上
始
試
、

諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
吏
。
試
字
句
絕
。
諷
籒
連
文
、
謂
諷
誦
而
抽

繹
之
。
滿
九
千
字
皆
得
六
書
之
恉
、
乃
得
爲
吏
也
。
此
籒
字
之
本
義
。

經
傳
尟
用
。
周
宣
王
時
大
史
以
爲
名
。
因
以
名
所
箸
大
篆
曰
籒
文
。
迄

今
學
者
絕
少
知
其
本
義
者
。
故
於
讀
下
籒
書
改
爲
誦
書
。
於
敘
目
釋
爲

籒
文
九
千
字
。
重
悂
貤
繆
。
可
勝
嘆
哉
。
毛
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言

曰
、
抽
、
讀
也
。
抽
皆
籒
之
假
借
。
籒
者
抽
也
。
讀
者
、
續
也
。
抽
引

其
緒
相
續
而
不
竆
也
。
亦
假
紬
字
爲
之
。
大
史
公
自
序
、
紬
史
記
石
室

金
匱
之
書
。
如
淳
云
。
抽
徹
舊
書
故
事
而
次
述
之
也
。
亦
借
繇
字
爲

之
。
春
秋
傳
卜
筮
繇
辭
。
今
皆
作
繇
。
又
俗
作
𦅸
。
據
許
則
作
籒
。
服

䖍
曰
。
繇
、
抽
也
。
抽
出
吉
凶
。
从
竹
㩅
聲
。
此
形
聲
包
會
意
。
直
又

切
。
三
部
。
春
秋
傳
曰
、
卜
籒
云
。
左
傳
卜
筮
皆
云
繇
。
此
言
卜
以
該

筮
也
。

諷
籒
は
連
文
に
し
て
、
諷
誦
し
て
之
を
抽
繹
す
る
を
謂
ふ
。
九
千
字
を

満
た
し
て
皆
六
書
の
恉
を
得
れ
ば
、
乃
ち
吏
と
爲
す
を
得
る
な
り
。
此

れ
籒
の
字
の
本
義
な
り
。
經
傳
は
尟
な
く
用
ふ
。
周
宣
王
時
に
大
史
以

て
名
と
爲
す
。
因
り
て
以
て
著
す
る
所
の
大
篆
を
名
づ
け
て
籒
文
と
曰

ふ
。
今
に
迄
び
て
、
學
者
は
其
の
本
義
を
知
る
者
は
絶
へ
て
少
し
。
故

に
讀
の
下
の
籒
書
を
改
め
て
誦
書
と
爲
す
。
敘
目
に
於
い
て
釋
し
て
籒

文
九
千
字
と
爲
す
。
悂
を
重
ね
繆
を
貤
ぬ
。
嘆
く
に
勝
ふ
可
け
ん
や
。

⽝
毛
傳
⽞
に
曰
ふ
、⽛
讀
は
、
抽
な
り
。⽜⽝
方
言
⽞
に
曰
ふ
、⽛
抽
は
、
讀

な
り
。⽜
抽
は
皆
籒
の
假
借
な
り
。
讀
は
、
續
な
り
。
其
の
緒
を
抽
引
し

相
ひ
續
け
て
竆
ま
ら
ざ
る
な
り
。
亦
た
紬
の
字
を
假
り
て
之
と
爲
す
。

…
…
丈
に
从
ひ
、㩅
の
聲
。
此
形
聲
に
し
て
會
意
を
包
む
。
直
又
の
切
、

― 4―― 5―

路
⽝
説
文
解
字
⽞
叙
文
の
⽛
諷
籒
書
九
千
字
⽜
に
対
す
る
考
察
─
段
注
を
中
心
に



三
部
な
り
。

段
注
で
は
叙
で
論
じ
た
⽛
抽
⽜・⽛
紬
⽜
等
の
内
容
の
他
に
、
構
造
上
、⽛
諷
籒
⽜

は
連
文
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
彼
自
身
の
⽛
六
書
音
均
表
⽜
に
お
い
て

⽛
籒
⽜
の
属
す
る
部
を
提
示
し
た
。
連
文
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
論
じ
る
。

次
は
ま
ず
⚓
─
①
に
沿
っ
て
、⽛
抽
⽜・⽛
紬
⽜・⽛
讀
⽜
を
提
示
す
る
。

⚓
─
④⽝

説
文
⽞
手
部
・
㩅
（
抽
）

引
也
。
从
手
畱
聲
。
抽
、
㩅
或
从
由
。
𢭆
、
㩅
或
从
秀
。

段
注

引
也
。
鄭
風
。
左
旋
右
抽
。
傳
曰
。
左
旋
、
講
兵
。
右
抽
、
抽
矢
以
䠶
。

竹
部
曰
。
籒
、
讀
書
也
。
牆
有
茨
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、

讀
也
。
尙
書
、
克
由
繹
之
。
大
史
公
自
序
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。

紬
卽
籒
也
。
籒
之
言
抽
也
。
从
手
。
畱
聲
。
敕
鳩
切
。
三
部
。
㩅
或
从

由
。
由
聲
也
。
㩅
或
、
一
本
作
籒
文
。
非
也
。
㩅
或
从
秀
。
秀
字
古
本

當
不
出
。
篆
體
偏
旁
作
秀
、
則
可
證
古
於
偏
旁
不
諱
也
。

⽛
牆
有
茨
⽜
傳
に
曰
ふ
、⽛
讀
は
、
抽
な
り
。⽜⽝
方
言
⽞
に
曰
ふ
、⽛
抽
は
、

讀
な
り
。⽜⽝
尚
書
⽞
に
、
克
く
之
を
由
繹
す
。⽜⽛
大
史
公
自
序
⽜
に
、

⽛
史
記
、
石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。⽜
紬
卽
ち
籒
な
り
。
籒
の
言
た
る
は

抽
な
り
。
手
に
从
ひ
、
畱
の
聲
。
敕
鳩
の
切
、
三
部
な
り
。
㩅
或
ひ
は

由
に
从
ふ
。
由
は
聲
な
り
。

⚓
─
⑤⽝

説
文
⽞
糸
部
・
紬

大
絲
繒
也
。
从
糸
由
聲
。

段
注

大
絲
繒
也
。
大
絲
較
常
絲
爲
大
也
。
左
傳
。
衞
文
公
大
帛
之
冠
。
大
帛

謂
大
絲
繒
。
後
漢
書
大
練
亦
謂
大
絲
練
也
。
獨
斷
說
飛
軨
以
緹
紬
廣
八

尺
。
長
拄
地
。
今
繒
帛
通
呼
爲
紬
。
不
必
大
絲
也
。
叚
借
爲
抽
字
。
史

記
。
紬
石
室
金
匱
之
書
。
徐
廣
音
抽
。
師
古
漢
書
音
冑
。
皆
是
也
。
音

胄
謂
同
籒
也
。
籒
者
、
讀
書
也
。
釋
名
曰
。
紬
、
抽
也
。
抽
引
絲
耑
出

細
緒
也
。
與
許
說
迥
異
。
从
糸
。
由
聲
。
直
由
切
。
三
部
。

叚
借
し
て
抽
の
字
と
爲
す
。⽝
史
記
⽞
に
、⽛
石
室
金
匱
の
書
を
紬
す
。⽜

徐
廣
、⽛
音
は
抽
な
り
。⽜
師
古
漢
書
に
⽛
音
は
冑
な
り
。⽜
皆
是
れ
な
り
。

音
胄
な
る
は
籒
と
同
じ
き
を
謂
ふ
な
り
。
籒
は
、
書
を
讀
む
な
り
。

…
…
直
由
の
切
、
三
部
な
り
。

段
玉
裁
は
⽝
説
文
⽞
の
⽛
禛
⽜
の
注
に
左
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⚓
─
⑥聲

與
義
同
原
。
故
龤
聲
之
偏
㫄
多
與
字
義
相
近
。
此
㑹
意
、
形
聲
㒳
兼

之
字
致
多
也

聲
と
義
同
原
な
り
。
故
に
龤
聲
の
偏
㫄
は
多
く
字
義
と
相
ひ
近
し
。
此
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㑹
意
・
形
聲
を
㒳
兼
の
字
致
り
て
多
き
な
り
。

音
と
義
は
同
原
で
あ
り
、
同
じ
龤
聲
符
の
偏
㫄
の
字
の
間
は
意
味
が
近
い
こ

と
が
多
い
。
㑹
意
と
形
聲
を
両
方
持
つ
字
が
特
に
多
い
と
い
う
⽛
音
義
同
原
⽜

の
理
論
は
段
玉
裁
の
主
張
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
抽
（
㩅
）・
紬
は
同
じ
龤
聲

符
を
持
ち
、
同
じ
⽛
三
部
⽜
に
属
す
。
紬
は
仮
借
し
て
抽
と
な
る
こ
と
も
指
摘

し
た
。
経
典
に
お
け
る
用
例
も
音
が
近
い
両
者
は
意
味
上
同
じ
く
⽛
讀
⽜
と
な

る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
抽
（
㩅
）
と
紬
は
い
ず
れ
も
⽛
籒
⽜
の
仮

借
字
で
あ
る
た
め
、
籒
は
讀
と
訓
ず
る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な
い
が
、
紬
・
抽

は
讀
の
意
味
を
持
つ
出
典
は
い
く
つ
か
あ
る
た
め
、
籒
も
讀
と
解
釈
す
る
の
も

納
得
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
は
⽛
讀
⽜
に
つ
い
て
で
あ
る
。

⚓
─
⑦⽝

説
文
⽞
言
部
・
讀

籒
⚒

書
也
。
从
言
賣
聲
。

段
注

籒
書
也
。
籒
各
本
作
誦
。
此
淺
人
改
也
。
今
正
。
竹
部
曰
、
籒
、
讀
書

也
。
讀
與
籒

韵
而
互
訓
。
庸
風
傳
曰
、
讀
、
抽
也
。
方
言
曰
、
抽
、

讀
也
。
葢
籒
抽
古
通
用
。
史
記
、
紬
史
記
石
室
金
匱
之
書
。
字
亦
作

紬
。
抽
繹
其
義
薀
至
於
無
窮
。
是
之
謂
讀
。
故
卜
筮
之
辭
曰
籒
。
謂
抽

繹
易
義
而
爲
之
也
。
尉
律
、
學
僮
十
七
巳
上
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、

乃
得
爲
吏
。
諷
謂
背
其
文
、
籒
謂
能
繹
其
義
。
大
史
公
作
史
記
。
曰
余

讀
高
祖
侯
功
臣
、
曰
大
史
公
讀
列
封
至
便
侯
、
曰
大
史
公
讀
秦
楚
之
際
、

曰
余
讀
諜
記
、
曰
大
史
公
讀
春
秋
暦
諩
諜
、
曰
大
史
公
讀
秦
記
、
皆
謂

紬
繹
其
事
以
作
表
也
。
漢
儒
注
經
、
斷
其
章
句
爲
讀
。
如
周
禮
注
鄭
司

農
讀
火
絶
之
、
儀
禮
注
舊
讀
昆
弟
在
下
、
舊
讀
合
大
夫
之
妾
爲
君
之
庶

子
女
子
子
嫁
者
未
嫁
者
是
也
。
擬
其
音
曰
讀
。
凡
言
讀
如
、
讀
若
皆
是

也
。
易
其
字
以
釋
其
義
曰
讀
。
凡
言
讀
爲
、
讀
曰
、
當
爲
皆
是
也
。
人

所
誦
習
曰
讀
。
如
禮
記
注
云
周
田
觀
文
王
之
德
博
士
讀
爲
厥
亂
勸
寧
王

之
德
是
也
。
諷
誦
亦
爲
讀
。
如
禮
言
讀
賵
、
讀
書
、
左
傳
公
讀
其
書
皆

是
也
。
諷
誦
亦
可
云
讀
。
而
讀
之
義
不
止
於
諷
誦
。
諷
誦
止
得
其
文

辭
。
讀
乃
得
其
義
薀
。
自
以
誦
書
改
籒
書
而
讀
書
者
尟
矣
。
孟
子
云
、

誦
其
詩
、讀
其
書
。
則
互
文
見
義
也
。
从
言
。
𧶠
聲
。
徒
谷
切
。
三
部
。

（
讀
は
）
書
を
籒
す
る
な
り
。
籒
は
、
各
本
誦
に
作
る
。
此
れ
淺
人
改
む

る
な
り
。
今
正
す
。
竹
部
に
、
籒
は
、⽛
書
を
讀
む
な
り
⽜
と
曰
ふ
。
讀

と
籒
と
曡
韵
に
し
て
互
訓
な
り
。
…
…
葢
し
籒
と
抽
と
は
古
通
用
す
。

…
…
諷
は
其
の
文
を
背
す
る
を
謂
ひ
、
籒
は
能
く
其
の
義
を
繹
す
る
を

謂
ふ
。
…
…
諷
・
誦
は
止
だ
其
の
文
辭
を
得
る
の
み
、
讀
は
乃
ち
其
の

義
薀
を
得
。
…
…
⽝
孟
子
⽞
に
云
ふ
、⽛
其
の
詩
を
誦
し
、
其
の
書
を
讀

む
。⽜則
ち
互
文
に
し
て
義
を
見
す
な
り
。
…
…
徒
谷
の
切
、三
部
な
り
。

段
注
は
籒
・
讀
は
曡
韵
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、⽛
互
訓
⽜
で
あ
る
と
結
論
付
け

た
。
ま
た
こ
れ
に
基
づ
い
て
讀
の
意
味
を
⽛
籒
書
也
⽜
に
改
め
た
。
段
玉
裁
は

⽛
六
書
音
均
表
⽜
の
⽛
古
転
注
同
部
説
⽜
に
於
い
て
⽛
訓
詁
の
學
、
古
多
取
諸
同

部
⽜
と
主
張
し
た
。⽛
籒
⽜
も
⽛
讀
⽜
も
段
玉
裁
の
分
類
に
よ
り
同
じ
く
三
部
と
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な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
両
者
は
同
部
と
な
る
事
実
も
⽛
互
訓
⽜
の
裏
付
け
と

な
る
。
近
藤
光
男
氏（⽛
段
玉
裁
の
学
問
─
説
文
解
字
注
の
言
部
を
読
ん
で
⽜⽝
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
⽞第
一
巻
、一
九
八
二
年
）も⽛
竹
部
に⽝
籒
、

讀
書
也
⽞
と
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
讀
（
徒
谷
の
切
、
三
部
）
と
籒
（
直
又
の
切
、

三
部
）
と
は
畳
韻
で
あ
り
、
互
訓
で
あ
る
は
ず
と
の
動
か
ぬ
証
拠
を
つ
か
ん
で

の
こ
と
で
あ
る
…
…
こ
の
一
例
を
以
て
し
て
も
、
説
解
す
な
わ
ち
説
文
の
本
文

に
つ
い
て
の
改
変
に
は
、
段
氏
が
い
か
に
慎
重
で
あ
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。⽜と
述
べ
て
い
る
。
次
に
先
程
の
⚓
─
③
の⽛
連
文
⽜に
触
れ
た
い
。⽛
連

文
⽜
に
関
し
て
、
湯
淺
廉
孫
氏
は
左
記
の
よ
う
に
述
べ
る
。

⚓
─
⑧則

チ
連
文
ノ
義
タ
ル
、
約
シ
テ
之
ヲ
曰
ヘ
バ
、
熟
語
ノ
一
種
デ
ア
ッ
テ
、

一
義
ヲ
通
有
セ
ル
二
箇
、
又
タ
稀
レ
ニ
二
箇
以
上
ノ
文
字
ガ
、
其
ノ
一

義
ヲ
紐
帯
ト
シ
テ
結
合
ス
ル
ト
キ
、
其
ノ
結
合
語
ガ
乃
チ
デ
ア
ル
ト
曰

フ
ベ
キ
デ
ハ
ア
ル
マ
イ
カ
。
…
…
次
ノ
四
條
件
ヲ
自
己
ノ
成
立
並
ニ
保

全
ニ
必
要
ナ
ル
案
件
ト
セ
ル
點
ニ
於
テ
、
截
然
ト
シ
テ
、
區
別
セ
ラ
レ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
信
ズ
ル
。
四
條
件
ト
ハ
、曰
ク
、（
一
）紐
結
の
文
字
ガ
、

語
助
ニ
在
リ
テ
ハ
二
字
以
上
ノ
モ
ノ
之
レ
無
キ
ニ
ア
ラ
ザ
ル
モ
、
本
辭

ニ
在
リ
テ
ハ
槪
ネ
毎
ニ
二
字
ニ
限
ラ
レ
、
時
ニ
二
字
以
上
ノ
モ
ノ
有
ル

モ
、
極
メ
テ
稀
レ
ナ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、（
二
）
其
ノ
二
字
（
稀
レ
ニ
二
字

以
上
）
ガ
、
全
然
同
義
ナ
ル
カ
又
タ
同
一
義
ヲ
共
有
セ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、

（
三
）
件
ノ
二
字
ガ
、
全
然
同
義
ナ
ル
場
合
ニ
ハ
、
結
合
ガ
其
盡
ニ
行
ハ

レ
、
同
一
義
ヲ
共
有
セ
ル
場
合
ニ
ハ
、
其
ノ
同
一
義
ヲ
紐
帯
ト
シ
テ
、

結
合
ガ
行
ハ
ル
コ
ト
、
曰
ク
、（
四
）
構
素
ノ
二
字
ハ
、
渾
然
一
義
ト
シ

テ
讀
マ
ル
可
ク
、
決
シ
テ
其
ノ
地
位
ノ
一
上
一
下
ニ
拘
泥
シ
テ
、
之
ヲ

分
訓
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
コ
ト
、此
ノ
ウ
チ
最
後
ノ
二
件
即
チ
ソ
レ
デ
ア
ル
。

此
ノ
ウ
チ
最
後
ノ
二
件
即
チ
（
三
）
と
（
四
）
ト
ハ
、
連
文
ガ
成
語
ト

シ
テ
、
他
ノ
成
語
ヨ
リ
截
然
區
別
セ
ラ
ル
、
所
以
ノ
特
殊
點
デ
ア
ル
カ

ラ
、
必
ズ
之
ヲ
忽
視
シ
テ
ハ
ナ
ラ
ヌ
。
…
…
蓋
連
文
ハ
前
ニ
モ
陳
ベ
タ

ル
ガ
如
ク
、
二
點
ヲ
貫
ケ
ル
直
線
デ
ア
ッ
テ
、
之
ガ
使
用
ハ
、
多
義
ナ

ル
漢
字
の
意
義
ヲ
、
幾
分
ナ
リ
ト
モ
限
定
ス
ル
ニ
足
ル
者
ガ
ア
ル
カ
ラ

デ
ア
ル
⚓
。

従
っ
て
、
そ
の
二
字
あ
る
い
は
二
字
以
上
の
字
の
間
で
は
必
ず
同
義
か
同
一

義
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
そ
の
⽛
諷
⽜
を
見
て
み
る
。

⚓
─
⑨⽝

説
文
⽞
言
部
・
諷

誦
也
。
从
言
風
聲
。

段
注

誦
也
。
大
司
樂
。
以
樂
語
敎
國
子
。
興
道
諷
誦
言
語
。
注
、倍
文
曰
諷
、

以
聲
節
之
曰
誦
。
倍
同
背
。
謂
不
開
讀
也
。
誦
則
非
直
背
文
。
又
爲
吟

詠
以
聲
節
之
。
周
禮
經
注
析
言
之
、
諷
誦
是
二
。
許
統
言
之
、
諷
誦
是

一
也
。
从
言
、
風
聲
。
芳
奉
切
。
古
音
在
七
部
。

誦
な
り
。
言
に
从
ひ
、
風
の
聲
。
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段
注

…
…
倍
文
す
る
を
⽛
諷
⽜
と
曰
ひ
、
聲
を
以
て
之
を
節
す
る
を
⽛
誦
⽜

と
曰
ふ
。
倍
は
背
と
同
じ
。
開
か
ず
し
て
讀
む
を
謂
ふ
な
り
。
誦
は
則

ち
直
だ
背
文
す
る
に
非
ず
、
又
た
吟
詠
の
爲
に
聲
を
以
て
之
を
節
す
。

こ
の
通
り
、⽛
諷
⽜
の
意
味
合
い
の
中
に
、
固
有
名
詞
の
⽛
史
籒
篇
⽜
の
よ
う

な
要
素
は
一
切
な
い
。
つ
ま
り
、
一
緒
に
連
文
と
な
る
⽛
籒
⽜
に
も
そ
の
よ
う

な
意
味
が
含
ま
れ
る
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
に
、
諷
は
動
詞
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
た
め
、
籒
も
動
詞
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
⚓
─
⑧
の
条
件
（
四
）

に
よ
れ
ば
、
連
文
で
あ
る
⽛
諷
籒
⽜
は
分
訓
（
分
け
て
訓
読
）
し
て
は
な
ら
ず
、

一
つ
の
熟
語
で
あ
る
。
た
だ
し
、⽛
籒
⽜
の
意
味
を
確
定
す
る
た
め
、
そ
の
⚓
─

⑧
の
条
件
（
三
）
に
基
づ
い
て
⽛
諷
⽜
の
訓
を
手
が
か
り
に
し
た
の
で
あ
り
、

段
玉
裁
自
身
は
、
両
者
の
區
別
を
提
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

以
上
に
よ
り
、⽛
諷
籒
⽜
の
意
味
は
確
定
で
き
る
。
そ
し
て
⽛
諳
ん
じ
て
読
み

書
き
が
で
き
、
九
千
字
の
文
書
が
作
成
で
き
る
⽜
と
い
う
文
の
本
当
の
意
味
が

わ
か
ら
な
い
ま
ま
、
た
だ
周
宣
王
の
時
の
大
史
籒
の
名
前
に
基
づ
い
て
、
籒
を

⽛
史
籒
篇
⽜
と
解
釈
す
る
學
者
達
を
、
段
玉
裁
は
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

許
慎
自
身
も
⽛
籒
は
書
を
讀
む
な
り
⽜
に
し
て
い
る
上
に
、
段
注
は
籒
・
讀

は
曡
韵
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、⽛
互
訓
⽜
で
あ
る
と
結
論
付
け
た
。
ま
た
こ
れ
に

基
づ
い
て
讀
の
意
味
を⽛
籒
書
也
⽜に
改
め
た
。
さ
ら
に⽛
誦
⽜・⽛
諷
⽜と⽛
籒
⽜・

⽛
讀
⽜
と
の
相
違
点
と
し
て
⽛
諷
謂
背
其
文
、
籒
謂
能
繹
其
義
⽜、⽛
諷
誦
止
得
其

文
辭
。
讀
乃
得
其
義
薀
⽜、⽛
以
聲
節
之
曰
誦
。
倍
同
背
。
謂
不
開
讀
也
。
誦
則

非
直
背
文
。
又
爲
吟
詠
以
聲
節
之
。⽜
な
ど
と
説
明
し
て
い
る
。
ま
た
、⽝
孟
子
⽞

萬
章
下
に
見
え
る
⽛
誦
⽜
と
⽛
讀
⽜
と
の
互
文
関
係
を
も
指
摘
し
た
。
そ
れ
ら

よ
っ
て
、⽛
籒
⽜
の
注
で
⽛
諷
籒
は
連
文
な
り
⽜
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
妥
当
で

あ
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

以
上
段
玉
裁
は
⽝
説
文
⽞
の
解
釈
に
基
づ
き
、
音
韻
學
の
立
場
か
ら
⽛
因
声

求
義
⽜
を
利
用
し
、
六
書
の
叚
借
・
転
注
を
手
が
か
り
に
し
て
、⽛
籒
⽜
は
⽛
讀
⽜

と
解
釈
す
る
こ
と
を
証
明
し
た
。
ま
た
⽛
諷
籒
⽜
が
連
文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
、
初
歩
的
な
暗
記
か
ら
、
よ
り
高
度
な
理
解
し
解
釈
す
る
能
力
ま
で
、
二

つ
の
段
階
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。
こ
れ
ら
は
次
の
⽛
尉
律
の
文
⽜
を
九
千

字
ま
で
⽛
推
演
發
揮
⽜
す
る
こ
と
と
繋
が
っ
て
い
る
。

三
─
二
⽛
九
千
字
⽜
に
つ
い
て

三
─
二
─
一
⽛
史
籒
篇
⽜
の
可
能
性
を
否
定

本
節
で
は
⽛
九
千
字
⽜
関
連
の
内
容
を
論
じ
る
。
段
玉
裁
は
、⽛
籒
⽜
が
動
詞

で
な
け
れ
ば
、
名
詞
と
し
て
九
千
字
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
か
ど
う
か
か
ら
論

じ
て
い
る
。
注
意
し
て
お
く
べ
き
こ
と
に
は
、
名
詞
⽛
籒
書
⽜
が
目
的
語
に
な

る
場
合
に
は
、
二
通
り
の
解
釈
の
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、⽛
史
籒
篇
⽜
に
現

れ
る
文
字
を
指
す
か
、⽛
史
籒
篇
⽜
を
含
め
す
べ
て
の
⽛
籒
書
（
大
篆
）⽜
と
い

う
書
体
を
指
す
か
で
あ
る
。
後
の
内
容
に
よ
れ
ば
、
段
玉
裁
は
⽛
史
籒
篇
⽜
を

中
心
に
論
じ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
本
節
で
は
段
玉
裁
の
見
解
を
示
す
に
と

ど
め
る
た
め
、
特
に
こ
れ
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
な
い
。
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⚔
─
①許

叙
及
宣
王
大
史
籒
著
大
篆
十
五
篇
。
與
古
文
或
異
。

段
注

大
史
、
官
名
。
籒
、
人
名
也
。
省
言
之
曰
史
籒
。
漢
藝
文
志
云
、
史
籒

十
五
篇
。
自
注
、
周
宣
王
大
史
作
大
篆
十
五
篇
。
又
云
、
史
籒
篇
者
、

周
時
史
官
敎
學
童
書
也
。
然
則
其
姓
不
詳
記
傳
中
。
凡
史
官
多
言
史

某
。
而
應
劭
、
張
懷
瓘
、
顏
師
古
及
封
演
聞
見
記
、
郭
忠
恕
汗
簡
引
説

文
皆
作
大
史
史
籒
。
或
疑
大
史
而
史
姓
。
恐
未
足
據
。
大
篆
十
五
篇
、

亦
曰
史
籒
篇
、
亦
曰
史
篇
。
王
莽
傳
、
徵
天
下
史
篇
文
字
。
孟
康
云
、

史
籒
所
作
十
五
篇
古
文
書
也
。
此
古
文
二
字
當
易
爲
大
篆
。
大
篆
與
倉

頡
古
文
或
異
。
見
於
許
書
十
四
篇
中
者
備
矣
。
凡
云
籒
文
作
某
者
是

也
。
或
之
云
者
、
不
必
盡
異
也
。
葢
多
不
改
古
文
者
矣
。
籒
文
字
數
不

可
知
。
尉
律
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
。
此
籒
字
訓
讀
書
。
與
宣
王

大
史
籒
非
可
牽
合
。
或
因
之
謂
籒
文
有
九
千
字
、
誤
矣
。
大
篆
之
名
上

別
乎
古
文
。
下
別
乎
小
篆
而
爲
言
。
曰
史
篇
者
、
以
官
名
之
。
曰
籒
篇

籒
文
者
、
以
人
名
之
。
而
張
懷
瓘
書
斷
乃
分
大
篆
及
籒
文
爲
二
體
。
尤

爲
非
是
。
又
謂
籒
文
亦
名
史
書
。
尤
非
。
凡
漢
書
元
帝
紀
、
王
尊
傳
、

嚴
延
年
傳
、
西
域
傳
之
馮
嫽
、
後
漢
書
皇
后
紀
之
和
熹
鄧
皇
后
順
烈
梁

皇
后
、
或
云
善
史
書
。
或
云
能
史
書
。
皆
謂
便
習
隷
書
。
適
於
時
用
。

猶
今
人
之
工
楷
書
耳
。
而
自
應
仲
遠
注
漢
巳
云
史
書
周
宣
王
大
史
籒
所

作
大
篆
十
五
篇
也
。
殊
爲
繆
解
。
許
偁
史
篇
者
三
。
奭
下
云
。
此
燕
召

公
名
。
史
篇
名
醜
。
匋
下
云
。
史
篇
讀
與
缶
同
。
姚
下
云
。
史
篇
以
爲

姚
易
。
知
史
篇
不
徒
載
篆
形
。
亦
有
説
解
。
班
志
云
。
建
武
時
亡
六

篇
。
唐
玄
度
云
。
建
武
中
獲
九
篇
。
章
帝
時
王
育
爲
作
解
說
。
所
不
通

者
十
有
二
三
。
許
葢
取
王
育
說
與
。

⽛
史
籒
篇
⽜
は
、
周
の
時
に
史
官
學
童
を
敎
ふ
る
書
な
り
。
…
…
大
篆
十

五
篇
は
、
亦
た
⽛
史
籒
篇
⽜
と
曰
ひ
、
亦
た
⽛
史
篇
⽜
と
曰
ふ
。
…
籒

文
の
字
數
は
知
る
べ
か
ら
ず
。⽛
尉
律
⽜
に
⽛
九
千
字
を
諷
籒
書
し
て
、

乃
ち
史
と
爲
す
を
得
。⽜
此
の
⽛
籒
⽜
の
字
は
書
を
讀
む
と
訓
ず
。
宣
王

大
史
籒
と
牽
合
す
べ
か
ら
ず
。
或
い
は
之
に
因
り
て
籒
文
に
九
千
字
有

る
と
謂
ふ
は
、
誤
り
な
り
。
…
…
史
篇
と
曰
ふ
は
、
官
を
以
て
之
に
名

づ
く
。
籒
篇
・
籒
文
と
曰
ふ
は
、
人
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
…
…
史
篇

は
徒
だ
篆
形
載
せ
ず
、
亦
た
説
解
有
る
を
知
る
。
班
志
に
曰
ふ
、⽛
建
武

の
時
に
六
篇
を
亡
ふ
。⽜

段
注
に
基
づ
け
ば
、⽛
史
籒
篇
⽜
に
関
し
て
は
以
下
の
情
報
が
確
認
で
き
る
。

ア
、
周
の
時
代
に
史
官
が
學
童
を
教
え
る
た
め
の
書
で
あ
る
。
イ
、
文
字
数
知

ら
れ
て
い
な
い
。
ウ
、
史
篇
・
籒
篇
・
籒
文
と
も
呼
ば
れ
る
。
エ
、
文
字
の
み

な
ら
ず
、
解
説
も
付
い
て
い
る
。
オ
、
班
固
の
⽝
漢
書
⽞
藝
文
志
の
記
載
に
よ

れ
ば
、
後
漢
光
武
帝
建
武
（
二
五
～
五
六
）
の
と
き
に
十
五
篇
の
う
ち
に
六
篇

が
散
佚
し
た
。（
許
慎
の
生
没
年
は
約
三
〇
～
約
一
二
四
年
で
あ
る
。）

さ
ら
に
、
段
玉
裁
は
、⽛
籒
文
⽜
の
字
数
は
知
ら
な
い
が
、
許
叙
に
あ
る
⽛
尉

律
諷
籒
書
九
千
字
⽜
の
文
に
よ
り
後
人
が
⽛
籒
書
⽜
は
九
千
字
で
あ
る
と
決
め

つ
け
た
と
推
測
し
た
。
こ
の⽛
籒
書
⽜の
文
字
数
を
考
察
す
る
た
め
、⽛
史
籒
篇
⽜
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を
手
が
か
り
に
し
て
、
後
に
出
現
し
た
識
字
書
の
文
字
数
に
基
づ
い
て
論
じ
て

い
る
。

⚔
─
②許

叙
⽛
秦
始
皇
帝
初
兼
天
下
。
丞
相
李
斯
乃
奏
同
之
。
罷
其
不
與
秦
文
合
者
。

斯
作
倉
頡
篇
。
中
車
府
令
趙
高
作
爰
歷
篇
。
大
史
令
胡
母
敬
作
博
學

篇
。
皆
取
史
籒
大
篆
。
或
頗
省
改
。
所
謂
小
篆
也
。

段
注

篆
者
、
引
書
之
謂
。
大
史
籒
作
者
大
篆
。
則
謂
李
斯
等
作
者
小
篆
以
別

之
。
小
篆
、
藝
文
志
作
秦
篆
。
凡
許
書
中
云
篆
書
者
小
篆
也
。
云
籒
文

者
大
篆
也
。

許
叙

…
…
皆
史
籒
大
篆
よ
り
取
る
。
或
ひ
は
頗
る
省
改
す
。
所
謂
小
篆
な

り
。

段
注

大
史
籒
作
る
者
は
大
篆
な
り
。
則
ち
李
斯
等
作
る
者
を
小
篆
と
謂
ひ
て

以
て
之
を
分
か
つ
。
…
…
凡
そ
許
書
の
中
に
篆
書
と
云
ふ
者
は
小
篆
な

り
。
籒
文
と
云
ふ
者
は
大
篆
な
り
。

段
注
に
よ
れ
ば
、
太
史
籒
が
完
成
し
た
⽛
史
籒
篇
⽜
は
大
篆
で
あ
る
の
に
対

し
て
、
李
斯
・
趙
高
・
胡
母
敬
が
完
成
し
た
⽛
倉
頡
篇
⽜、⽛
爰
歷
篇
⽜、⽛
博
學

篇
⽜
の
三
篇
は
小
篆
で
あ
る
。⽝
説
文
⽞
で
⽛
篆
書
⽜
と
言
及
す
る
場
合
は
小
篆

を
指
し
て
い
て
、
籒
文
を
言
及
す
る
場
合
は
大
篆
を
指
し
て
い
る
。
許
叙
で
は

三
篇
の
小
篆
が
⽛
皆
取
史
籒
大
篆
⽜
と
明
言
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
三
篇
の
文

字
は
⽛
史
籒
篇
⽜
に
由
来
す
る
の
で
あ
る
。

⚔
─
③許

叙
大
史
令
胡
毋
敬
作
博
學
篇
。

段
注

志
曰
、
博
學
七
章
、
大
史
令
胡
母
敬
作
。
司
馬
彪
曰
、
大
史
令
掌
天
時

星
厤
。
胡
母
、
姓
也
。
公
羊
音
義
、
史
記
索
隱
母
皆
音
無
。
或
作
父
母

字
。
非
也
。
李
之
七
章
、
趙
之
六
章
、
胡
母
之
七
章
各
爲
一
篇
。
漢
志

合
爲
倉
頡
一
篇
者
、
因
漢
時
閭
里
書
師
合
爲
三
篇
、
斷
六
十
字
以
爲
一

章
。
凡
五
十
五
章
、
並
爲
倉
頡
篇
故
也
。
六
十
字
爲
一
章
者
。
凡
五
十

五
。
然
則
自
秦
至
司
馬
相
如
以
前
、
小
篆
衹
有
三
千
三
百
字
耳
。
淺
人

云
、
倉
頡
大
篆
有
九
千
字
。
大
篆
之
多
、
三
倍
於
小
篆
。
其
說
之
妄
、

不
辨
而
可
知
矣
。

李
の
七
章
、
趙
の
六
章
、
胡
母
の
七
章
各
々
一
篇
と
爲
す
。
漢
志
に
、

合
し
て
倉
頡
一
篇
と
爲
す
は
、
漢
の
時
の
閭
里
の
書
師
は
合
し
て
三
篇

を
爲
す
に
、
六
十
字
を
斷
じ
て
以
て
一
章
と
爲
す
。
凡
そ
五
十
五
章
、

並
せ
て
倉
頡
篇
と
爲
す
が
故
に
因
る
な
り
。
六
十
字
も
て
一
章
と
爲
す

は
、凡
五
十
五
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
秦
よ
り
司
馬
相
如
に
至
る
以
前
は
、
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小
篆
衹
だ
三
千
三
百
字
有
る
の
み
。
淺
人
云
ふ
、
倉
頡
大
篆
は
九
千
字

有
り
と
。
大
篆
の
多
き
は
小
篆
に
三
倍
す
。
其
の
説
の
妄
た
る
は
、
辨

ぜ
ず
し
て
知
る
べ
し
。

段
玉
裁
は
⽝
漢
書
⽞
藝
文
志
に
基
づ
き
、
李
斯
の
⽛
倉
頡
篇
⽜
の
七
章
、
趙

高
の
⽛
爰
歷
篇
⽜
六
章
、
胡
母
敬
の
⽛
博
學
篇
⽜
七
章
を
併
せ
て
、
六
十
字
を

一
章
と
な
し
、
全
部
で
五
十
五
章
で
あ
る
と
述
べ
た
。
六
十
か
け
る
五
十
五
は

三
千
三
百
に
な
る
と
計
算
し
た
。
こ
の
三
篇
は
⽛
史
籒
篇
⽜
よ
り
出
る
こ
と
は

前
文
で
す
で
に
論
じ
て
い
た
。
小
篆
は
た
っ
た
の
三
千
字
あ
ま
り
し
か
な
い
の

に
、
そ
れ
よ
り
古
い
時
代
の
大
篆
が
三
倍
多
い
の
は
あ
り
得
な
い
と
段
玉
裁
は

批
判
し
た
。
ま
し
て
や
、
史
籀
篇
に
限
っ
て
小
篆
の
三
倍
は
（
さ
ら
に
）
あ
り

得
な
い
。
但
し
、
か
の
三
篇
に
重
複
す
る
文
字
が
あ
る
か
ど
う
か
も
ま
た
問
題

で
あ
る
。
も
し
重
複
が
あ
れ
ば
、小
篆
の
文
字
数
は
さ
ら
に
減
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⚔
─
④許

叙
⽛
凡
倉
頡
已
下
十
四
篇
。
凡
五
千
三
百
四
十
字
。
羣
書
所
載
、
略
存
之

矣
。⽜

段
注

凡
者
、
冣
𢬸
也
。
冣
𢬸
者
、
都
數
也
。
倉
頡
已
下
十
四
篇
、
謂
自
倉
頡

至
於
訓
纂
共
十
有
四
篇
、
篇
之
都
數
也
。
五
千
三
百
四
十
字
、
字
之
都

數
也
。
藝
文
志
曰
、
漢
時
閭
里
書
師
合
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
三
篇
。
斷

六
十
字
以
爲
一
章
。
凡
五
十
五
章
、
幷
爲
倉
頡
篇
。
此
謂
漢
初
倉
頡
篇

衹
有
三
千
三
百
字
也
。
志
又
曰
、
武
帝
時
司
馬
相
如
作
凡
將
篇
。
無
復

字
。
元
帝
時
黃
門
令
史
游
作
急
就
篇
。
成
帝
時
將
作
大
匠
李
長
作
元
尙

篇
。
皆
倉
頡
中
正
字
也
。
凡
將
則
頗
有
出
矣
。
此
謂
三
家
所
作
。
惟
凡

將
之
字
有
出
倉
頡
篇
外
者
也
。
志
又
曰
、
至
元
始
中
、
徵
天
下
通
小
學

者
以
百
數
。
各
令
記
字
於
庭
中
。
楊
雄
取
其
有
用
者
以
作
訓
纂
篇
、
順

續
倉
頡
。
又
易
倉
頡
中
重
復
之
字
。
凡
八
十
九
章
。
此
謂
雄
所
作
訓

纂
、
凡
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
。
合
五
十
五
章
、
三
千
三
百
字
、
凡

八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
也
。
班
但
言
章
數
。
許
但
言
字
數
。
而

數
適
相
合
。
不
數
急
就
、
元
尙
者
、
皆
倉
頡
中
字
。
旣
取
倉
頡
可
不
之

數
也
。
不
數
凡
將
者
、
凡
將
字
雖
或
出
倉
頡
外
。
而
必
晐
於
訓
纂
中
。

故
亦
不
之
數
也
。
訓
纂
續
倉
頡
、
而
無
複
倉
頡
之
字
。
且
易
倉
頡
中
自

複
者
。
故
五
千
三
百
四
十
字
一
無
重
複
也
。
然
則
何
以
云
十
四
篇
也
。

合
李
斯
、
趙
高
、
胡
毋
敬
、
司
馬
相
如
、
史
游
、
李
長
、
楊
雄
所
作
而

言
之
。
計
字
則
無
複
。
計
篇
則
必
備
也
。
本
衹
有
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
、

凡
將
、
急
就
、
元
尙
、
訓
纂
七
目
。
又
析
之
爲
十
四
。
其
詳
不
可
聞
矣
。

漢
初
葢
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學
爲
三
倉
。
班
於
倉
頡
一
篇
自
注
云
。
上
七

章
。
則
爰
歷
爲
中
、
博
學
爲
下
、
可
知
也
。
自
楊
雄
作
訓
纂
以
後
。
班

固
作
十
三
章
。
和
帝
永
元
中
、郞
中
賈
魴
又
作
滂
喜
篇
。
梁
庾
元
威
云
。

倉
頡
五
十
五
章
爲
上
卷
。
楊
雄
作
訓
纂
記
滂
喜
爲
中
卷
。
賈
升
郞
更
續

記
彥
音
盤
均
爲
下
卷
。
人
偁
爲
三
倉
。
元
魏
江
式
亦
云
。
是
爲
三
倉
。

葢
自
張
揖
作
三
倉
訓
詁
。
陸
璣
詩
疏
引
三
倉
說
。
郭
樸
作
三
倉
解
詁
。

魏
晉
時
早
有
三
倉
之
偁
。
韋
昭
注
漢
云
。
班
固
十
三
章
、
疑
在
倉
頡
下
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篇
三
十
四
章
之
內
。
然
則
賈
魴
所
作
有
三
十
四
章
。
而
班
之
十
三
章
在

其
中
。
許
所
云
五
千
三
百
四
十
字
不
數
班
、
賈
所
作
也
。
楊
雄
訓
纂
終

於
滂
熹
二
字
。
滂
熹
者
、
言
滂
沱
大
盛
。
賈
魴
用
此
二
字
爲
篇
目
。
而

終
於
彥
均
二
字
。
故
庾
氏
云
楊
記
滂
喜
。
賈
記
彥
均
。
隨
志
則
云
楊
作

訓
纂
。
賈
作
滂
喜
。
其
實
一
也
。
喜
與
熹
古
通
用
。
熹
者
、大
盛
之
意
。

彥
音
盤
、大
也
。
大
學
。
人
之
彥
聖
。
彥
一
作
盤
是
也
。
懷
瓘
書
𣃔
云
、

倉
頡
訓
纂
八
十
九
章
。
合
賈
廣
班
三
十
四
章
。
凡
百
二
十
三
章
。
文
字

備
矣
。
按
八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
、
又
增
三
十
四
章
、
二
千
四

十
字
、
凡
七
千
三
百
八
十
字
。
許
全
書
凡
九
千
三
百
五
十
三
文
。
葢
五

千
三
百
四
十
字
之
外
。
他
釆
者
三
千
十
三
字
。
班
、
賈
之
篇
未
嘗
不
在

网
羅
之
內
。
且
班
、
賈
而
外
亦
且
偕
歸
漁
獵
之
中
。
班
前
於
許
。
賈
則

同
時
。
許
卽
不
見
班
、
賈
之
書
。
而
未
央
廷
中
百
餘
人
所
說
。
楊
雄
所

未
釆
。
凡
將
所
出
倉
頡
外
。
藝
文
志
所
云
別
字
十
三
篇
者
具
焉
。
是
皆

許
之
所
本
也
。
自
倉
頡
至
彥
均
、
章
皆
六
十
字
。
凡
十
五
句
。
句
皆
四

言
。
許
引
幼
子
承
詔
、
郭
注
爾
雅
引
考
妣
延
年
是
也
。
凡
將
七
言
。
如

蜀
都
賦
注
引
黃
潤
纖
美
宜
製
襌
、藝
文
類
聚
引
鐘
磬
竽
笙
筑
坎
侯
是
也
。

急
就
今
尙
存
。
前
多
三
言
。
後
多
七
言
。
元
尙
今
無
考
。
若
隨
志
所
載

班
固
大
甲
篇
、
在
昔
篇
。
葢
卽
在
十
三
章
內
。
崔
瑗
飛
龍
篇
、
蔡
邕
聖

皇
篇
、
黃
初
篇
、
吳
章
篇
、
蔡
邕
女
史
篇
皆
由
其
字
已
具
三
倉
中
。
故

不
得
列
於
三
倉
也
。
若
藝
文
志
又
偁
倉
頡
傳
一
篇
、
楊
雄
倉
頡
訓
纂
一

篇
、
杜
林
倉
頡
訓
纂
一
篇
、
杜
林
倉
頡
故
一
篇
。
此
四
篇
者
、
又
皆
漢

人
釋
倉
頡
五
十
五
章
之
作
。
五
十
五
章
四
言
爲
句
。
如
今
童
子
所
讀
千

字
文
。
此
四
篇
者
、
如
顏
師
古
、
王
伯
厚
之
釋
急
就
篇
也
。
自
倉
頡
至

彥
均
、
漢
魏
時
葢
皆
以
隷
書
書
之
。
或
以
小
篆
書
之
。
皆
閭
里
書
師
所

敎
習
。
謂
之
史
書
。

…
…
楊
雄
其
の
用
有
る
者
を
取
り
て
、
以
て
訓
纂
篇
を
作
り
、
倉
頡
を

順
續
す
。
又
倉
頡
の
中
の
重
複
の
字
を
易
ふ
。
凡
八
十
九
章
。
此
れ
謂

ふ
こ
こ
ろ
は
、
雄
作
る
所
の
訓
纂
は
、
凡
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
な

り
。
五
十
五
章
、
三
千
三
百
字
を
合
せ
ば
、
凡
八
十
九
章
、
五
千
三
百

四
十
字
な
り
。
…
…
訓
纂
は
倉
頡
を
続
ぎ
、
而
れ
ど
も
倉
頡
の
字
と
複

す
る
も
の
無
し
。
且
つ
倉
頡
の
中
の
自
ら
複
す
る
者
を
易
ふ
。
故
に
五

千
三
百
四
十
字
は
一
も
重
複
無
き
な
り
。
…
…
懷
瓘
⽝
書
𣃔
⽞
に
云
ふ
、

⽛
倉
頡
、
訓
纂
の
八
十
九
章
は
賈
・
廣
・
班
の
三
十
四
章
と
合
せ
ば
、
凡

百
二
十
三
章
、
文
字
備
は
る
。⽜
按
ず
る
に
八
十
九
章
、
五
千
三
百
四
十

字
に
又
三
十
四
章
、
二
千
四
十
字
を
増
し
、
凡
七
千
三
百
八
十
字
な
り
。

許
の
全
書
凡
九
千
三
百
五
十
三
文
な
り
。

ま
た
⽝
漢
書
⽞
藝
文
志
に
よ
り
、
楊
雄
は
⽛
倉
頡
篇
（
倉
頡
、
爰
歷
、
博
學

三
篇
）⽜
に
続
く
⽛
訓
纂
篇
⽜
を
作
成
し
、⽛
倉
頡
篇
⽜
に
重
複
す
る
文
字
を
変

え
た
。
三
十
四
章
の
二
千
四
十
字
に
五
十
五
章
の
三
千
三
百
字
を
合
わ
せ
て
八

十
九
章
、
五
千
三
百
四
十
字
と
な
る
。
こ
の
五
千
三
百
四
十
字
は
重
複
し
て
い

な
い
。
段
注
は
さ
ら
に
懷
瓘
の
⽝
書
𣃔
⽞
を
引
用
し
た
。
賈
魴
と
班
固
の
三
十

四
章
、
二
千
四
十
字
と
合
わ
せ
れ
ば
、
百
二
十
三
章
、
七
千
三
百
八
十
で
あ
る
。

そ
し
て
、
許
慎
の
⽝
説
文
解
字
⽞
は
九
千
三
百
五
十
三
字
あ
る
。
以
上
を
踏
ま

え
て
、
許
慎
以
前
の
識
字
書
を
併
せ
た
文
字
数
は
た
っ
た
の
七
千
あ
ま
り
で
、
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許
慎
の
時
に
な
っ
て
よ
う
や
く
九
千
字
に
達
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
り
古

い
時
代
の
⽛
史
籀
篇
⽜
が
九
千
字
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。
さ
ら
に
、
文
字
数
の
変
遷
に
関
し
て
潘
玉
坤
（
二
〇
〇
二
）
は
以
下
の

見
解
を
示
し
た
。

⚔
─
⑤随

着
生
产
的
发
展
，
社
会
的
进
步
，
人
们
对
外
界
和
自
身
的
认
识
的
不

断
提
高
和
深
入
，
汉
字
的
数
量
总
的
来
说
是
不
断
增
加
的
。
…
…
从
选

取
实
用
字
这
一
点
来
看
，
也
会
发
现
九
千
字
之
说
不
可
信
。
据
统
计
，

甲
骨
文
有
四
千
多
个
不
同
形
体
符
号
的
文
字
；
从
商
代
后
期
一
直
到
现

在
，
汉
字
的
实
际
使
用
量
始
终
保
持
在
四
、
五
千
左
右
…
…
我
们
推
测

史
籀
篇
的
字
数
当
在
三
千
上
下
。

生
産
の
発
展
、
社
会
の
進
歩
、
世
界
と
人
間
自
身
へ
の
認
識
の
深
化
に

よ
り
、
漢
字
の
数
も
増
え
続
け
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
。
…
…
実
用
漢

字
の
選
択
か
ら
み
る
と
、九
千
字
説
の
信
憑
性
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

統
計
上
、
甲
骨
文
字
は
四
千
あ
ま
り
あ
る
、
商
の
後
半
か
ら
現
在
ま
で
、

漢
字
の
実
際
の
使
用
量
は
終
始
、
四
、
五
千
字
前
後
に
留
ま
っ
て
い
る
。

…
…
我
々
の
推
測
で
は
、
史
籀
篇
の
文
字
数
は
三
千
前
後
に
あ
る
は
ず

で
あ
る
。

秦
か
ら
後
漢
ま
で
年
月
を
か
け
、
三
千
字
あ
ま
り
か
ら
五
千
字
あ
ま
り
、
七

千
あ
ま
り
、
そ
し
て
九
千
字
あ
ま
り
に
至
る
。
こ
の
傾
向
も
潘
玉
坤
（
二
〇
〇

二
）
で
述
べ
た
⽛
汉
字
的
数
量
总
的
来
说
是
不
断
增
加
的
⽜
と
一
致
し
て
い
る
。

秦
よ
り
前
の
周
の
識
字
書
で
あ
る
⽛
史
籒
篇
⽜
の
文
字
数
は
九
千
字
も
あ
る
こ

と
は
あ
り
え
な
い
。
潘
氏
が
指
摘
し
た
と
お
り
、⽛
史
籒
篇
⽜
の
文
字
数
は
⽛
三

千
前
後
⽜
と
あ
る
の
が
妥
当
だ
ろ
う
。
ま
た
、⽛
史
籒
篇
⽜
は
説
解
が
付
い
て
い

る
と
段
玉
裁
は
述
べ
た
が
、
全
て
の
議
論
は
本
文
で
あ
る
親
字
を
め
ぐ
っ
て

行
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
説
解
を
除
い
て
分
析
し
て
い
る
た
め
、
特
に
説
解
の

文
字
数
を
議
論
し
て
は
い
な
い
。
以
上
に
基
づ
い
て
、⽛
史
籒
篇
⽜は⽛
九
千
字
⽜

も
あ
る
可
能
性
が
否
定
さ
れ
る
。

こ
こ
ま
で
は
、
段
注
に
基
づ
い
て
⽛
籒
⽜
は
⽛
史
籒
篇
⽜
で
は
な
く
、
動
詞

で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
文
字
数
が
限
ら
れ
て
い
る
識
字
書
の
限
定
条
件

を
外
せ
ば
、
試
験
で
⽛
九
千
字
⽜
の
文
章
を
書
く
に
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
だ

ろ
う
。
そ
の
⽛
九
千
字
⽜
で
論
じ
る
⽛
対
象
⽜
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
は
⽛
尉
律
⽜

だ
と
主
張
す
る
。

三
─
二
─
二
⽛
尉
律
之
義
を
推
演
發
揮
す
る
⽜
こ
と

段
玉
裁
は
、⽛
諷
籒
⽜（
動
詞
）
の
対
象
（
目
的
語
）
を
⽛
尉
律
の
文
⽜・⽛
尉

律
の
義
⽜
と
解
釈
し
た
。
段
注
に
お
い
て
、
尉
律
に
関
す
る
記
述
は
極
め
て
少

な
い
が
、
関
連
す
る
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
掲
げ
て
お
く
。

⚕
─
①許

叙
尉
律
。

段
注
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謂
漢
廷
尉
所
守
律
令
也
。
百
官
公
卿
表
曰
、
廷
尉
、
秦
官
。
掌
㓝
辟
。

藝
文
志
曰
、
漢
興
、
蕭
何
草
律
。
㓝
法
志
所
謂
蕭
何
捃
摭
秦
法
。
取
其

宜
於
時
者
。
作
律
九
章
也
。
此
以
下
至
輒
舉
劾
之
、
說
漢
律
所
載
取
人

之
制
。

漢
廷
尉
守
る
所
の
律
令
な
り
。⽛
百
官
公
卿
表
⽜
に
曰
ふ
、⽛
廷
尉
、
秦

官
な
り
。
㓝
辟
を
掌
る
。⽜

段
玉
裁
は
、⽛
尉
律
と
は
漢
の
廷
尉
が
守
っ
て
い
る
律
令
で
あ
り
、
廷
尉
と
は

⽝
漢
書
⽞
百
官
公
卿
表
の
⽛
廷
尉
、
秦
官
。
掌
㓝
辟
⽜
の
と
お
り
で
あ
る
⽜
と
説

明
す
る
の
み
で
あ
る
。⽛
尉
⽜
に
関
し
て
は
左
に
あ
げ
る
。

⚕
─
②⽝

説
文
⽞
火
部
・
𤈫
（
尉
）

从
上
案
下
也
。
从
𡰥
、
又
持
火
、
以
尉
申
繒
也
。

段
注

从
上
按
下
也
。
按
者
、
抑
也
。
百
官
公
卿
表
應
劭
注
曰
、
自
上
安
下
曰

尉
。
武
官
悉
以
爲
偁
。
張
釋
之
傳
曰
。
廷
尉
、
天
下
之
平
也
。
車
千
秋

傳
。
尉
安
黎
庶
。
師
古
曰
。
慰
安
之
字
本
無
心
。
後
俗
所
加
。
从
𡰥
、

又
持
火
。
會
意
。
𡰥
古
文
仁
。
𡰥
又
猶
親
手
也
。
於
胃
切
。
十
五
部
。

所
㠯
申
繒
也
。
合
二
徐
本
訂
。
說
手
持
火
之
意
也
。
字
之
本
義
如
此
。

引
申
之
爲
凡
自
上
按
下
之
偁
。
通
俗
文
曰
。
火
斗
曰
尉
。

⽛
百
官
公
卿
表
⽜
應
劭
の
注
に
曰
ふ
、⽛
上
よ
り
下
を
安
ず
る
は
尉
と
曰

ふ
。
武
官
悉
く
以
て
偁
と
爲
す
。⽜
張
釋
之
傳
に
曰
ふ
、⽛
廷
尉
は
、
天

下
を
之
平
ら
か
に
す
る
な
り
。⽜

要
す
る
に
、⽛
尉
⽜
は
刑
罰
・
軍
事
を
司
る
官
職
で
あ
り
、
廷
尉
は
最
高
司
法

官
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
段
玉
裁
が
述
べ
て
い
る
尉
律
は
（⽛
史
律
⽜
の
よ
う
な
個

別
具
体
的
な
）
固
有
名
詞
で
は
な
く
、
一
般
名
詞
（
律
全
般
を
指
す
）
と
考
え

た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
其
の
理
由
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

⚕
─
③
⚔許

叙
尉
律
、⽛
學
僮
十
七
已
上
、
始
試
。
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
。
又
㠯

八
體
試
之
。
郡
移
大
史
幷
課
、
冣
者
㠯
爲
尚
書
史
。
書
或
不
正
、
輒
舉

劾
之
。⽜

⚕
─
④⽝

漢
書
⽞
藝
文
志

漢
興
、
蕭
何
草
律
、
亦
著
其
法
、
曰
太
史
試
學
童
、
能
諷
書
九
千
字
以

上
⚕
、
乃
得
爲
史
。
又
以
六
體
試
之
、
課
最
者
以
爲
尚
書
御
史
史
書
令

史
。
吏
民
上
書
、
字
或
不
正
、
輒
舉
劾
。

漢
興
り
て
、
蕭
何
律
を
草
し
、
亦
た
其
の
法
を
著
す
。
曰
は
く
、
太
史

學
童
を
試
す
に
、
能
く
九
千
字
以
上
諷
書
せ
ば
、
乃
ち
史
と
爲
す
を
得
。
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又
た
六
體
を
以
て
之
を
試
し
、
最
た
る
者
を
課
し
て
以
て
尚
書
御
史
史

書
令
史
と
爲
す
、
と
。
吏
民
上
書
す
る
に
、
字
或
ひ
は
正
し
か
ら
ざ
れ

ば
、
輒
ち
擧
げ
て
劾
す
。

⚕
─
⑤許

叙
又
㠯
八
體
試
之
。

段
注

八
體
漢
志
作
六
體
。
攷
六
體
乃
亡
新
時
所
立
。
漢
初
蕭
何
艸
律
當
沿
秦

八
體
耳
。
班
志
固
以
試
學
童
爲
蕭
何
律
文
也
。
自
學
僮
十
七
至
輒
舉
劾

之
、
許
與
班
略
異
。
而
可
互
相
補
正
。
班
云
大
史
試
學
童
。
許
則
云
郡

縣
以
諷
籒
書
試
之
。
又
以
八
體
試
之
。
而
後
郡
移
大
史
試
之
。
此
許
詳

於
班
也
。
班
云
諷
書
。
許
則
云
諷
籒
書
。
此
亦
許
詳
於
班
也
。
班
云
六

體
。
許
則
云
八
體
。
此
許
覈
於
班
也
。
班
云
以
爲
尙
書
御
史
史
書
令

史
。
許
云
尙
書
史
。
此
班
詳
於
許
也
。
班
云
吏
民
上
書
。
字
或
不
正
。

輒
舉
劾
。
許
不
言
吏
民
上
書
。
此
亦
班
詳
於
許
也
。
班
書
之
成
雖
在
許

前
。
而
許
不
必
見
班
書
。
固
別
有
所
本
矣
。

⚕
─
⑤
段
注
の
分
析
に
基
づ
い
て
、
⚕
─
③
と
⚕
─
④
の
班
固
と
許
慎
の
相

違
点
を
以
下
に
ま
と
め
る
。
ア
、
班
は
⽛
蕭
何
草
律
⽜、
許
は
⽛
尉
律
⽜
と
言
う
。

イ
、
学
童
を
試
す
者
に
つ
い
て
、
班
は
太
史
、
許
は
郡
縣
。
ウ
、
班
は
⽛
諷
書
⽜、

許
は
⽛
諷
籒
書
⽜
で
あ
る
。
エ
、
班
は
六
體
、
許
は
八
體
で
あ
る
。
オ
、
最
も

優
秀
な
者
を
、
班
は
尚
書
御
史
史
書
令
史
と
な
し
、
許
は
尚
書
史
と
な
す
と
言

う
。
カ
、
許
叙
は
⽛
吏
民
上
書
⽜
の
文
が
な
い
。
以
上
両
者
は
細
か
な
相
違
が

あ
る
が
、
大
体
似
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
班
固
は
蕭
何
が
草
し
た
⽛
律
⽜（
九

章
律
）、
許
慎
は
⽛
尉
律
⽜
に
基
づ
く
が
、
内
容
が
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
た
が
っ

て
、
許
慎
の
所
謂
⽛
尉
律
⽜
は
律
全
般
の
一
般
名
詞
と
認
識
し
て
も
差
し
支
え

な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
ま
で
は
、⽛
尉
律
⽜は
一
般
名
詞
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、

許
叙
で
述
べ
た
の
は
史
と
な
る
条
件
で
、
一
般
名
詞
で
あ
る
⽛
尉
律
⽜
と
は
一

見
無
関
係
に
見
え
る
。
實
は
漢
の
時
代
は
非
常
に
律
を
重
ん
じ
て
い
た
。

⚕
─
⑥許

叙
其
迷
誤
不
諭
。
豈
不
悖
哉
。

段
注

諭
猶
曉
也
。
悖
、
亂
也
。
自
世
人
大
共
非
訾
以
下
至
此
。
皆
言
尉
律
不

課
、
小
學
不
修
、
莫
達
其
説
之
害
。
葢
自
不
試
以
諷
籒
尉
律
九
千
字
。

不
課
以
八
體
書
。
專
由
通
一
藝
進
身
。
而
不
讀
律
、
則
不
知
今
矣
。
所

習
皆
隷
書
。
而
隷
書
之
俗
體
又
日
以
滋
蔓
。
則
不
知
古
矣
。
以
其
滋
蔓

之
俗
體
說
經
。
有
不
爲
經
害
者
哉
。
此
許
自
言
不
得
不
爲
說
文
解
字
之

故
。
孟
子
曰
、
予
豈
好
辨
哉
。
予
不
得
已
也
。
古
聖
賢
作
述
皆
必
有
所

不
得
已
焉
爾
。
後
魏
江
式
亦
以
篆
形
謬
錯
。
隷
體
失
眞
。
追
來
爲
歸
。

巧
言
爲
辯
。
小
兔
爲
䨲
。
神
蟲
爲
蠶
。
皆
不
合
古
文
大
篆
及
許
氏
說
。

請
撰
集
字
書
。
號
曰
古
今
文
字
。
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而
し
て
律
を
讀
ま
ざ
れ
ば
則
ち
今
を
知
ら
ず
。
而
し
て
隷
書
の
俗
體
又

た
日
に
以
て
滋
蔓
す
。
則
ち
古
を
知
ら
ず
。

⚕
─
⑦許

叙
莫
𨔶
其
說
久
矣
。

段
注

莫
解
六
書
之
說
也
。
玉
裁
按
漢
之
取
人
、
蕭
何
初
制
用
律
及
八
體
書
。

迄
乎
孝
武
依
丞
相
御
史
言
。
用
通
一
藝
以
上
補
卒
史
。
乃
後
吏
多
文
學

之
士
。
合
說
文
、
藝
文
志
及
儒
林
傳
參
觀
可
見
。
葢
始
用
律
、
後
用
經
。

而
文
學
由
之
盛
。
始
試
八
體
。
後
不
試
。
第
聽
閭
里
書
師
習
之
。
而
小

學
衰
矣
。
故
言
今
以
惜
之
。

玉
裁
按
ず
る
に
漢
の
人
を
取
る
は
、
蕭
何
初
め
て
制
す
る
に
律
及
び
八

體
書
を
用
ふ
。
…
…
蓋
し
始
め
は
律
を
用
ひ
、
後
に
經
を
用
ふ
。

段
玉
裁
の
立
場
で
は
律
を
試
す
の
は
⽛
現
在
⽜
を
知
る
た
め
、
八
體
を
試
す

の
は
⽛
過
去
⽜
を
知
る
た
め
で
あ
る
。
彼
は
こ
れ
ら
が
蕭
何
か
ら
漢
の
時
代
の

⽛
取
人
之
制
⽜（
人
を
取
る
の
制
）
だ
と
述
べ
て
い
る
。
漢
の
時
代
、
官
職
の
一

つ
と
し
て
史
を
採
用
す
る
場
合
、
お
よ
そ
法
律
を
学
ぶ
こ
と
が
重
視
さ
れ
て
い

た
の
で
、
そ
れ
を
試
験
に
す
る
こ
と
も
十
分
あ
り
得
る
。
そ
れ
に
、⽛
史
籒
篇
⽜

あ
る
い
は
書
体
の
場
合
、
ど
う
い
う
形
の
試
験
で
九
千
字
試
さ
れ
る
か
も
疑
問

に
思
う
。
以
上
が
段
注
に
よ
る
説
明
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
の
記
載
は
少
な
い
う

え
、
ほ
ぼ
重
複
し
て
い
る
⚖
。⽝
説
文
⽞
の
後
漢
の
許
慎
、⽝
史
記
⽞
を
注
し
た
三

国
曹
魏
の
如
淳
、⽝
説
文
解
字
繫
傳
⽞
の
南
唐
の
徐
锴
、
北
宋
の
董
彦
遠
く
ら
い

で
あ
る
。
い
ず
れ
も
⽝
説
文
⽞
の
後
の
も
の
と
な
る
。
つ
ま
り
⽛
尉
律
⽜
は
徐

锴
等
が
言
っ
て
い
る
固
有
名
詞
の
具
体
的
な
律
の
篇
名
よ
り
一
般
名
詞
と
し

て
、
律
全
般
に
当
た
る
⽛
尉
の
律
⽜
と
考
え
た
ほ
う
が
妥
当
で
あ
る
。
こ
れ
と

合
わ
せ
て
、
段
注
が
言
っ
て
い
る
⽛
廷
尉
⽜
も
固
有
名
詞
よ
り
、⽛
尉
⽜
を
含
め

た
一
般
名
詞
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
漢
の
時
に
律
を
重
視
し
て
い
た
こ
と

は
、
左
記
の
記
述
に
よ
り
わ
か
る
。

⚕
─
⑧程

樹
徳
⽝
九
朝
律
考
⽞

秦
焚
詩
書
百
家
之
言
、
法
令
以
吏
爲
師
、
漢
代
承
之
。
…
…
晉
志
亦
言

漢
時
律
令
、
錯
糅
無
常
、
後
人
生
意
、
各
爲
章
句
。
叔
孫
宣
郭
令
卿
馬

融
鄭
玄
諸
儒
章
句
、
十
有
餘
家
、
家
數
十
萬
言
、
凡
斷
罪
所
當
用
者
、

合
二
萬
六
千
二
百
七
十
條
、
七
百
七
十
三
萬
二
千
二
百
餘
言
、
言
數
益

繁
、
覽
者
益
難
、
漢
時
律
家
之
成
盛
如
此
。
馬
鄭
皆
一
代
經
學
大
儒
、

猶
爲
律
章
句
。
文
翁
守
蜀
、
選
開
敏
有
材
者
張
叔
等
十
餘
人
、
遣
初
詣

京
師
、
學
律
令
、
是
漢
人
之
視
律
學
、
其
重
之
也
又
如
此
。

⚕
─
⑨東

川
祥
丈
⽛
東
漢
律
学
考
⽜

秦
帝
国
に
お
い
て
、⽛
以
吏
爲
師
⽜の
観
念
の
下
、法
律
知
識
の
習
得
が
、

民
衆
に
法
律
を
知
ら
し
め
る
存
在
と
し
て
、
下
級
官
吏
の
必
須
条
件
で
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あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
西
漢
に
入
っ
て
か
ら
も
、
史
書

を
見
る
限
り
、
法
律
知
識
が
官
吏
の
修
得
す
べ
き
ス
キ
ル
と
し
て
重
視

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
基
本
的
に
変
わ
っ
て
い
な
い
。

律
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
社
会
背
景
の
中
、
段
玉
裁
が
主
張
し
て
い
る
⽛
取

人
⽜
の
際
、
律
に
つ
い
て
⽛
九
千
字
⽜
を
諷
籒
書
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
断
基

準
と
す
る
の
は
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

四
、
ま
と
め

以
上
、
尉
律
⽛
諷
籒
書
九
千
字
、
乃
得
爲
史
⽜
に
つ
い
て
、
段
玉
裁
の
見
解

に
基
づ
く
な
ら
ば
、⽛
尉
律
⽜
は
律
全
般
を
指
す
一
般
名
詞
で
、
法
律
を
重
視
す

る
漢
の
時
代
を
背
景
に
、
六
書
を
習
得
し
法
律
を
暗
誦
し
た
う
え
で
、
法
律
文

章
を
は
じ
め
諸
般
の
公
文
書
の
よ
う
な
文
章
を
九
千
字
以
上
書
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
史
と
な
る
資
格
を
得
ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

（
ろ

し
ょ
う
な
ん
・
人
文
学
専
攻
)

〈
参
考
文
献
〉

阿
辻

哲
次
（
一
九
八
三
）⽛⽝
史
書
⽞
と
⽝
史
篇
⽞⽜（⽝
人
文
論
集
⽞
静
岡
大
学
人
文

学
部
・
第
三
三
巻
）

近
藤

光
男
（
一
九
八
二
）⽛
段
玉
裁
の
学
問
─
説
文
解
字
注
の
言
部
を
読
ん
で
⽜（
お

茶
の
水
女
子
大
学
中
国
文
学
会
報
・
第
一
巻
）

田
村

加
代
子
（
二
〇
二
二
）⽛
段
玉
裁
⽝
説
文
解
字
注
⽞
─
以
注
釋
の
邏
輯
結
構
爲

中
心
⽜（
名
古
屋
大
學
／
屏
東
大
學
文
學
交
流
暨
論
文
發
表
會
論
文
集
）

廣
瀬

薫
雄
（
二
〇
一
〇
）⽝
秦
漢
律
令
研
究
⽞（
汲
古
書
院
）

東
川

祥
丈
（
二
〇
〇
五
）⽝
中
國
文
明
の
形
成
⽞（
朋
友
書
店
）

湯
淺

廉
孫
（
一
九
八
〇
）⽝
漢
文
に
お
け
る
連
文
利
用
⽞（
朋
友
書
店
）

陳

淑
梅
（
一
九
九
八
）⽛⽝
能
讽
书
九
千
字
乃
得
为
史
⽞
解
⽜（⽝
古
汉
语
研
究
⽞
一
九

九
八
・
第
三
期
）

程

樹
徳
（
一
九
六
三
）⽝
九
朝
律
考
⽞（
中
華
書
局
）

沈

家
本
（
一
九
一
二
）⽝
漢
律
摭
遺
⽞（
新
文
豊
出
版
公
司
）

李

學
勤
（
二
〇
〇
二
）⽛
试
说
张
家
山
简
《
史
律
》⽜（⽝
文
物
⽞
二
〇
〇
二
・
第
⚔
期
）

李

勤
通
・
周

東
平
（
二
〇
一
六
）⽛
秦
汉
初
期
律
令
中
的
史
官
职
业
教
育
体
系
⽜

（⽝
现
代
大
学
教
育
⽞
二
〇
一
六
・
第
一
期
）

潘

玉
坤
（
二
〇
〇
二
）⽛
籀
文
字
数
考
索
⽜（⽝
古
籍
研
究
⽞
二
〇
〇
二
・
第
二
期
）

徐

學
标
・
曹

宝
麟
（
二
〇
〇
三
）⽛⽝
讽
籀
书
九
千
字
⽞
辩
⽜（⽝
中
国
书
画
⽞
二
〇

〇
三
・
第
12
期
）

臧

知
非
（
二
〇
〇
八
）⽛《
史
律
》
新
证
⽜（⽝
史
学
月
刊
⽞
二
〇
〇
八
・
第
11
期
）

張

萍
（
二
〇
二
〇
）⽛《
汉
语
大
词
典
》
关
于
⽝
籀
⽞
释
义
辩
证
⽜（⽝
汉
字
汉
语
研
究
⽞

二
〇
二
〇
・
第
一
期
）

〈
底
本
等
〉

⽝
説
文
解
字
⽞（
二
〇
十
三
、
中
華
書
局
）

⽝
説
文
解
字
注
⽞
四
部
善
本
新
刊
（
一
九
八
〇
、
漢
京
文
化
事
業
有
限
公
司
）

⽝
訓
讀

説
文
解
字
注
⽞
尾
崎

雄
二
郎
編
（
一
九
八
六
、
東
海
大
学
出
版
会
）

⽝
漢
書
⽞（
一
九
六
四
、
中
華
書
局
）
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注⚑

⽛
史
⽜
は
大
徐
本
で
⽛
吏
⽜
と
な
る
。
本
稿
は
段
注
に
従
い
、⽛
史
⽜
に
改
め
る
。

⚒

大
徐
本
は
⽛
誦
⽜
に
作
る
。
こ
こ
は
段
注
に
従
い
、⽛
籒
⽜
に
改
め
る
。

⚓

⽝
漢
文
解
釋
に
お
け
る
連
文
の
利
用
⽞
第
四
章
⽛
連
文
ト
ハ
何
ゾ
⽜
頁
九
五
～
頁
一

〇
二
頁
に
参
照
さ
れ
た
い
。

⚔

⚑
の
再
掲
。

⚕

⽛
能
諷
書
九
千
字
以
上
能
諷
書
九
千
字
以
上
⽜
に
つ
い
て
、
詳
細
は
廣
瀬
薫
雄
（
二

〇
一
〇
）
に
参
照
さ
れ
た
い
。

⚖

漢
尉
律

昭
紀
更
賦
注
如
淳
曰
尉
律
卒
践
更
一
月
、
説
文
序
、
尉
律
、
学
僮
十
七
已
上
始
試
、

諷
籕
書
九
千
字
乃
得
爲
吏
、
以
八
体
試
之
、
郡
移
太
史
并
課
、
最
者
以
爲
尚
書
史
、

書
或
不
正
、輙
舉
劾
之
。
今
雖
有
尉
律
不
課
小
学
。
徐
鍇
曰
尉
律
漢
律
篇
名
。（
南

宋
王
應
麟
⽝
玉
海
⽞）

尉
律

許
慎
說
文
解
字
序
尉
律
。
徐
鍇
曰
尉
律
漢
律
篇
名
。
段
曰
謂
漢
廷
尉
所
守
律
也
。

百
官
公
卿
表
曰
廷
尉
秦
官
掌
刑
辟
。
藝
文
志
曰
漢
興
蕭
何
草
律
。
刑
法
志
所
謂
蕭

何
捃
摭
秦
法
、
取
其
宜
於
時
者
、
作
律
九
章
也
。
桂
曰
董
拳
彥
遠
謝
除
正
字
啟
、

尉
律
四
十
九
章
蓋
已
亡
。
漢
書
昭
紀
注
引
尉
律
。（
沈
家
本
（
一
九
一
二
）⽝
漢
律

摭
遺
⽞）

尉
律
（
見
昭
帝
紀
注

說
文
敘
）

董
彥
遠
謝
除
正
字
啟
、
尉
律
四
十
九
類
、
書
蓋
已
亡
。（
困
學
紀
聞
）

徐
锴
曰
、
尉
律
、
漢
律
篇
名
。（
程
樹
徳
（
一
九
六
三
）⽝
九
朝
律
考
⽞）
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